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三
月
二
十
六
日
理
事
会
に
お
い
て
、平

成
三
十
一
年
度
生
乳
需
給
安
定
化
対
策

(

計
画
生
産)

実
施
規
程
が
決
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

平
成
三
十
年
度
は
、中
央
酪
農
会
議

が
引
き
続
き「
三
年
間（
平
成
三
十
年
度

〜
平
成
三
十
二
年
度
）は
生
乳
の
増
産
・

維
持
」を
目
的
と
す
る
中
期
生
乳
需
給

安
定
化
対
策（
第
三
期
目
）の
方
針
を
決

定
さ
れ
、九
州
生
乳
販
連
に
お
い
て
も
引

き
続
き「
生
産
者
積
み
上
げ
型
」の
生
乳

需
給
安
定
化
対
策
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

生
乳
出
荷
戸
数
二
〇
五
戸
、組
合
員

積
み
上
げ
方
式
に
よ
り
組
合
員
の
生
乳

出
荷
目
標
数
量
七
六
，五
二
九
㌧（
前
年

出
荷
実
績
比
一
〇
一
．〇
％
）で
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
が
、酷
暑
等
に
よ
る
夏
場
の
乳

量
低
下
、残
念
な
が
ら
数
戸
の
廃
業
者

が
あ
り
生
乳
生
産
実
績
は
前
年
に
比
べ

約
二
百
十
一
㌧
の
減
少
と
な
る
七
五
，五

六一
㌧（
前
年
出
荷
実
績
比
九
九
．七
％
）

と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、廃
業
者
を
除
い
た
前

年
出
荷
実
績
比
は
一
〇
二
．一
％
と
大
き

く
増
産
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
三
十
一
年
度
の
規
程
に
つ
い
て

は
、中
央
酪
農
会
議
が
引
き
続
き「
三
年

間（
平
成
三
十
〜
平
成
三
十
二
年
度
）は

生
乳
の
増
産
・
維
持
」を
目
的
と
す
る
中

期
生
乳
需
給
安
定
化
対
策（
第
三
期

目
）の
二
年
目
と
な
り
、九
州
生
乳
販
連

に
お
い
て
も
引
き
続
き
生
産
意
欲
の
喚

起
の
た
め「
生
産
者
積
み
上
げ
型
」の
生

乳
需
給
安
定
化
対
策
が
実
施
さ
れ
ま

す
。
　

こ
の
こ
と
か
ら
、組
合
と
し
て
も
大
き

な
枠
組
み
の
変
更
は
行
わ
ず
、組
合
員

の
持
続
的
な
経
営
安
定
と
酪
農
ビ
ジ
ョ

ン
に
掲
げ
る
乳
量
達
成
に
向
け
た「
生

産
者
積
み
上
げ
型
」の
生
乳
需
給
対
策

と
し
、供
給
責
任
の
明
確
化
に
よ
る
目

標
数
量
達
成
を
目
的
と
し
た
規
程
の
変

更
と
し
ま
し
た
。

　

平
成
三
十
一
年
度
の
組
合
の
規
程
の

概
要
に
つ
い
て
は
以
下
の
と
お
り
で
、変

更
点
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、増
産
意
欲

向
上
の
た
め
組
合
独
自
の
増
産
奨
励
措

置
を
行
い
ま
す
。

一．「
生
乳
委
託
契
約
数
量
」

　

組
合
員
は
、平
成
三
十
一
年
度
委
託
計

画
等
に
係
る
確
認
事
項
と
合
わ
せ

て
、平
成
三
十
一
年
度
生
乳
委
託
計
画

数
量
を
組
合
へ
提
出
す
る
。（
提
出
済
）

二
．生
乳
出
荷
目
標
数
量

　

組
合
員
は
、生
乳
委
託
計
画
数
量
及

び
平
成
三
十
一
年
度
の
分
娩
状
況
等

を
勘
案
し
、年
間
の
月
別
生
乳
出
荷

計
画
書
を
作
成
し
て
、組
合
へ
報
告
す

る
。（
六
月
）

三
．出
荷
目
標
数
量
の
変
更

　

個
人
別
の
出
荷
目
標
数
量
の
変
更

は
、九
月
・一
月
理
事
会
で
実
施
。九
月

に
と
り
ま
と
め
た
数
量
を
修
正
目
標

数
量
、一
月
に
取
り
ま
と
め
た
数
量
を

最
終
目
標
数
量
と
す
る
。

四
．生
乳
出
荷
目
標
数
量
の
達
成
方
法

　

組
合
は
、組
合
と
九
州
生
乳
販
連
が

行
う
増
産
奨
励
措
置
に
よ
り
増
産
奨

励
を
行
う
。

五
．季
節
別
乳
価
及
び
差
額
金
の
精
算

　

調
整
率
支
払
の
差
額
金
は
、六
月
〜

十
一
月
の
受
託
乳
量
で
年
度
末
に
精

算
す
る
。

【
組
合
の
増
産
奨
励
対
策
概
要
】

①
内
　
容

　

当
該
年
度
の
生
乳
の
年
間
受
託
乳
量

が
、当
該
前
年
度
の
年
間
受
託
数
量

を
上
回
っ
た
組
合
員
に
対
し
、増
産

し
た
生
乳
受
託
数
量
に
対
し
奨
励
金

を
支
払
う
。

②
対
象
期
間

　

生
乳
受
託
数
量
は
年
度（
四
月
一
日
〜

三
月
三
十
一
日
）を
基
準
と
し
、平
成

三
十
一
年
度
か
ら
平
成
三
十
三
年
度

ま
で
の
三
年
間
。

③
奨
励
金

　

奨
励
金
の
単
価
は
、各
年
度
の
事
業

計
画
に
よ
り
設
定
す
る
。

　

平
成
三
十
一
年
度
の
単
価
は
、増
産
一

㎏
当
り
二
円
以
内
。

平
成
三
十
一
年
度

生
乳
需
給
安
定
化
対
策
実
施
規
程
を
決
定

調整率％
94
94
100
110
111
114
105
100
93
92
92

月
4月
5月
6月
7月
8月
9月
10月
11月
12月
1月
2月
3月 92

組
合
ト
ピ
ッ
ク
ス
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　　1月28日から2月6日の10日間県内各地で牛群審査・体型調査を行い、下記の成績を
おさめましたので報告します。（審査員　高橋　貞光氏）
　牛群審査は22戸295頭（牛群奨励審査を含む）が受験し、91点を筆頭にエクセレントが
15頭、85～89点が195頭（内89点は19頭）という、成績をおさめました。

　体型調査は後代検定事業の一環で行われており33戸で196頭（娘牛53頭、同期牛143
頭）が受験し、それぞれの農家で審査員とともに今後の改良点･改良状況等を確認し、次代
を担う種雄牛の選定に情報提供をしました。

下期牛群審査・体型調査報告下期牛群審査・体型調査報告
平成30年度平成30年度

９１点　　　笠　孝光（福岡支所）アールワイユー　スパークリング　AC　ドレイク（４産）体貌・骨格 90 肢蹄 90 乳用強健性 91 乳器 91

９１点 森光　力（久留米支所）マイテイーシニア　スター　ウインド（４産）
体貌・骨格 92 肢蹄 91 乳用強健性 92 乳器 89

９１点 弓削　貴裕（久留米支所）ホリホツク　チヤンピオン　バクスター（５産）
体貌・骨格 90 肢蹄 88 乳用強健性 91 乳器 92

９１点 狭間　博美（岡支所）エルドリツジ　リヴエレスト　フイーバー（６産）
体貌・骨格 91 肢蹄 88 乳用強健性 92 乳器 91

９0点 松永　安博（福岡支所）MSF　ゴールドチツプ　MD　マセラテイ（３産）
体貌・骨格 88 肢蹄 88 乳用強健性 90 乳器 91

９0点 高倉　守雄（久留米支所）ナガトシミルク　リベレスト　ドルマン　ヤンス（３産）
体貌・骨格 89 肢蹄 88 乳用強健性 89 乳器 91

９0点 中島　康森（久留米支所）ミドルランド　アイオーン　メモリー（３産）
体貌・骨格 91 肢蹄 88 乳用強健性 91 乳器 89

９0点 狭間　博美（福岡支所）アルクメネ　テツチエ　デイーヴア　ET（３産）
体貌・骨格 89 肢蹄 89 乳用強健性 90 乳器 90

９0点 内田ラクト牧場（久留米支所）ランフオーラクト　ジヨーダン　デイ（４産）
体貌・骨格 88 肢蹄 88 乳用強健性 91 乳器 91

９0点 笠　孝光（福岡支所）アールワイユー　デイストライ　LF　アドベント（４産）
体貌・骨格 89 肢蹄 86 乳用強健性 89 乳器 92

９0点 内田ラクト牧場（久留米支所）ランフオーラクト　スタンリーカツプ　テンプウ（３産）
体貌・骨格 89 肢蹄 87 乳用強健性 90 乳器 91

９0点 中村　毅（福岡支所）ビユーテイガール　ブラクストン　ロイポーラ（３産）
体貌・骨格 90 肢蹄 88 乳用強健性 92 乳器 90

９0点 笠　孝光（福岡支所）アールワイユー　スパークリング　SP　チヤンプ（４産）
体貌・骨格 89 肢蹄 87 乳用強健性 91 乳器 91

９0点 槇　芳行（福岡支所）MBB　マリオン　ダーハム（６産）
体貌・骨格 92 肢蹄 88 乳用強健性 92 乳器 88

９0点 中島　康森（久留米支所）ミドルランド　トミー　ゴールデン　リンデイー　ET（７産）
体貌・骨格 90 肢蹄 91 乳用強健性 94 乳器 87
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去
る
三
月
二
十
七
日（
水
）筑
紫
野
市

文
化
会
館
に
て
、ふ
く
お
か
県
酪
農
青

年
女
性
会
議
主
催「
第
三
六
回
ふ
く
お

か
県
酪
農
青
年
女
性
酪
農
発
表
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、酪
農
経
営
発
表
に
福
岡
支

所
青
年
部
の
石
橋
耕
造
氏
よ
り『
自
家

育
成
で
構
造
計
画
』。意
見
体
験
発
表
に

あ
さ
く
ら
酪
農
同
好
会
の
高
倉
守
雄
氏

よ
り『
九
州
北
部
豪
雨
を
乗
り
越
え
て
』

と
題
し
て
、発
表
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

石
橋
さ
ん
、高
倉
さ
ん
は
、四
月
二
十

四
日
〜
二
十
五
日
に
開
催
さ
れ
る
第
四

八
回
九
州
酪
農
青
年
女
性
酪
農
発
表

大
会
に
福
岡
県
代
表
と
し
て
参
加
さ
れ

ま
す
の
で
、応
援
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

そ
の
後
、酪
農
学
園
大
学
獣
医
学
群

の
中
田
健
教
授
よ
り『
暑
熱
時
の
乳
牛

の
健
康
管
理
〜
飼
養
施
設
や
機
械
装
備

面
の
対
策
、栄
養
管
理
面
の
対
策
〜
』と

題
し
て
、ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。牛

舎
設
備
や
管
理
の
工
夫
な
ど
、と
て
も

分
か
り
や
す
く
有
益
な
お
話
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

▲石橋耕造さんの発表の様子

▲高倉守雄さんの発表の様子

▲中田教授の講演の様子

第
三
六
回
　

ふ
く
お
か
県
酪
農
青
年
女
性
酪
農
発
表
大
会 

開
催
さ
れ
る
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こ
れ
ま
で
、就
農
さ
れ
て
間
も
な
い

組
合
員
さ
ん
を
中
心
に
、と
り
あ
げ
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、今
回
は
長
き
に
亘

り
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
組
合
員
さ
ん

を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

田
川
市
に
あ
る
辻
牧
場
は
、五
〇
年

前
に
現
牧
場
長
で
あ
る
辻
徳
政
さ
ん
が

学
校
を
卒
業
後
、一
か
ら
築
き
上
げ
ら
れ

た
牧
場
で
、辻
さ
ん
ご
夫
婦
一
代
で
現
在

に
至
っ
て
お
り
ま
す
。牛
舎
は
開
所
当
初

か
ら
二
回
移
転
し
て
お
り
、現
在
の
場

所
は
三
ケ
所
目
、移
転
に
伴
い
牛
も
順

調
に
増
え
て
い
っ
た
と
の
こ
と
で
、現

在
、経
産
牛
二
十
六
頭
、育
成
牛
五
頭

を
飼
養
さ
れ
て
お
り
ま
す
。辻
牧
場
は

県
酪
の
飯
塚
支
所
か
ら
と
て
も
近
い
場

所
に
あ
る
た
め
、普
段
か
ら
県
酪
職
員

も
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。七

〇
歳
を
超
え
ら
れ
た
今
で
も
ご
夫
婦
で

元
気
に
作
業
を
し
て
お
ら
れ
ま
す
が
、五

〇
年
の
酪
農
人
生
の
間
に
は
、生
産
調

整
で
牛
乳
を
捨
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
こ
と
、福
岡
市
中
心
部
で
牛
を
連

れ
て
の
デ
モ
行
進
な
ど
が
と
て
も
印
象

に
残
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。そ
し
て
ヘル
パ

ー
制
度
の
無
い
時
代
に
体
調
を
崩
し
て

作
業
が
出
来
な
く
な
っ
た
と
き
は
、周

囲
の
方
々
に
助
け
て
い
た
だ
き
な
ん
と

か
凌
ぐ
こ
と
が
で
き
た
と
の
こ
と
で
す
。

ま
た
関
係
団
体
の
方
々
、他
の
組
合
員

さ
ん
の
方
々
な
ど
の
多
く
の
出
会
い
が

あ
り
、い
ろ
い
ろ
助
け
て
も
ら
っ
た
り
、そ

し
て
立
地
環
境
な
ど
も
恵
ま
れ
て
い
る

こ
と
な
ど
、折
に
ふ
れ
て
感
謝
の
言
葉

を
口
に
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
が
と
て

も
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

　

こ
だ
わ
り
や
、工
夫
さ
れ
て
い
る
点
に

つ
い
て
も
伺
い
ま
し
た
が
、「
た
だ
コ
ツ
コ

ツ
と
堅
実
に
や
っ
て
き
た
だ
け
」、と
の

こ
と
で
し
た
が
、こ
れ
こ
そ
が
長
き
に
亘

り
安
定
経
営
を
し
て
こ
ら
れ
た
秘
訣
で

あ
ろ
う
と
感
じ
ま
し
た
。そ
し
て
酪
農

は
奥
が
深
く
、努
力
す
れ
ば
す
る
だ
け

報
わ
れ
る
、そ
こ
が
酪
農
の
魅
力
だ
と

も
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

辻
牧
場
は
、残
念
な
が
ら
現
時
点
で

は
後
継
者
不
在
の
た
め
、一
代
限
り
で
廃

業
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
と
の
こ
と
で

し
た
が
、酪
農
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳

し
く
な
っ
て
い
る
昨
今
、他
の
酪
農
家
さ

ん
の
模
範
と
し
て
一
日
で
も
長
く
続
け

て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

辻
徳
政
牧
場

頑
張
る
組
合
員
さ
ん



みるく情報 ふくおか　05

　

二
月
二
十
四
日（
日
）、肌
寒
さ
が
残
る
中
、昨
年
に
引
き

続
き
嘉
麻
市
の「
嘉
麻
市
子
ど
も
フ
ェ
ス
タ
」に
お
い
て
、嘉

麻
市
子
ど
も
会
指
導
者
連
合
会
よ
り
イ
ベ
ン
ト
場
所
の
無
償

提
供
を
受
け
、牛
乳
消
費
を
来
場
者
に
強
く
ア
ピ
ー
ル
。ふ

く
お
か
県
産
の
パ
ッ
ク
牛
乳
の
無
償
配
布
の
実
施
に
よ
り
、

牛
乳
の
良
さ
を
よ
り
一
層
浸
透
さ
せ
る
こ
と
に
力
を
注
ぎ
ま

し
た
。

　

パ
ッ
ク
牛
乳
が
机
に
並
ぶ
と
、た
ち
ま
ち
提
供
を
受
け
よ

う
と
来
場
者
の
列
が
出

来
、用
意
し
て
い
た
一
五
〇

個
の
パ
ッ
ク
牛
乳
は
、十

分
足
ら
ず
で
手
に
渡
り
ま

し
た
。

　

酪
農
青
年
部
を
代
表
し

て
松
隈
宗
喜
さ
ん
は
、

「
私
達
酪
農
家
が
丹
精
込

め
て
生
産
し
た
牛
乳
を
多

く
の
消
費
者
の
方
々
に
安

心
し
て
飲
ん
で
も
ら
い
た

い
で
す
。」
と
P
R
。「
嘉

麻
市
子
ど
も
フ
ェ
ス
タ
」

は
大
盛
況
の
う
ち
に
終
了

し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
塚
支
所
酪
農
青
年
部

（ふくおか県酪農青年女性会議ニュース）

Vol.１81

飯
塚
支
所

酪
農
青
年
部
か
ら
の
活
動
報
告

執　行　　　宏
山　本　好　光
吉　田　一　海
由　布　雅　子
田　代　一　樹
橋　本　昌　幸
中　村　恵美子
關　　　　　健
西　村　麻由美
下　村　敏　江
氏　名

県南飼料倉庫
飯塚支所　支所長
久留米支所
久留米支所
福岡支所
福岡支所　支所長
酪農部
酪農部
酪農部
酪農部

新所属

久留米支所
飯塚支所　支所長
酪農部
県南飼料倉庫
福岡支所
酪農部次長(専任指導員)
酪農部嘱託
酪農部嘱託
久留米支所
久留米支所

旧　所　属　備考

嘱託
嘱託

嘱託

赤　塚　修　二
田　代　一　樹
山　本　好　光
石　田　秀　樹
中　村　恵美子
關　　　　　健
氏　名

福岡乳牛診療人工授精所（依願退職）
福岡支所　（定年）
飯塚支所　支所長　（定年）
福岡支所　支所長　（定年）
酪農部　（定年）
酪農部　（定年）

所　属

Ⅲ．異　動　等 （４月１日付）

Ⅰ．退　職 （３月３１日付）

藤　川　　　歩
高　見　俊　哉
小　野　賢　佑
氏　名

久留米地区乳牛診療人工授精所
木　村　哲　也 畜産支援牧場　（嘱託）

福岡乳牛診療人工授精所
酪農部

所　属
Ⅱ．採　用 （４月１日付）

人 事 異 動
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酪
農
家
の
皆
さ
ん
に
限
ら
ず
、仕
事
で
疲

れ
た
身
体
を
癒
す
た
め
に
晩
酌
で
一
杯
を

楽
し
み
に
し
て
い
る
人
も
多
い
と
思
い
ま

す
。そ
こ
で
、今
回
は
日
本
酒
を
話
題
と
し

ま
し
た
。

１
．日
本
酒
の
分
類

　

日
本
酒
の
種
類
は
表
１
の
と
お
り
、製
造

原
料
に
よ
っ
て
大
き
く
二
種
類
、更
に
米
の

精
米
歩
合（
残
っ
た
米
の
割
合
）で
四
つ
に

分
け
ら
れ
、合
わ
せ
て
八
種
類
に
な
り
ま

す
。

２
．原
料
米
と
は

　

日
本
酒
の
原
料
と
な

る
お
米
は
「
酒
造
好
適

米
」で
、食
用
米
に
比
べ
粒

や「
心
白
」が
大
き
く
、吸

水
率
が
高
く
、蛋
白
質
が

少
な
い
と
い
う
特
徴
が
あ

り
、ア
ル
コ
ー
ル
発
酵
が
進
み
易
い
性
質
を

持
っ
て
い
ま
す
。生
産
量
一
位
は
最
も
有
名

な
兵
庫
県
の「
山
田
錦
」、二
位
は
新
潟
県
の

「
五
百
万
石
」、三
位
は
長
野
県
の「
美
山

錦
」、四
位
は
岡
山
県
の「
雄
山
」と
な
っ
て

い
ま
す
。福
岡
県
で
は
糸
島
地
域
を
中
心
に

「
山
田
錦
」が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

３
．甘
口
、辛
口
の
話

　

日
本
酒
の
甘
口
、辛
口
の
程
度
を
表
す
の

は
酒
度
と
酸
度
で
す
。酒
度
は
比
重
を
示
し

た
も
の
で
、高
い
と
糖
分
が
少
な
く
辛
口

に
、低
い
と
甘
口
に
な
り
ま
す
。ま
た
、酸
度

が
高
い
と
濃
厚
で
辛
く
感
じ
、低
い
と
淡
麗

で
甘
口
と
い
っ
た
具
合
に
、酒
度
と
酸
度
で

味
が
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
よ
う
で
す
。

４
．飲
み
頃
燗
の
話

　

八
代
亜
紀
の「
舟
歌
」に「
お
酒
は
ぬ
る
め

の
燗
が
い
い
〜
♪
」と
あ
り
ま
す
が
、飲
む

温
度
で
日
本
酒
は
味
わ
い
が
変
わ
り
ま
す
。

呼
び
名
は
５
度
刻
み
で
付
け
ら
れ
て
い
て
、

表
２
の
よ
う
で
す
。す
ご
く
風
情
が
あ
っ
て
、

日
本
的
な
感
じ
が
い
い
で
す
ね
。

 

５
．お
酒
を
楽
し
む
５
か
条

　

お
酒
を
楽
し
む
五
か
条
が
あ
る
よ
う
で

す
。①
ま
ず
肴
を
食
べ
て
か
ら
②
適
度
を
知

り
飲
み
過
ぎ
な
い
③
和
ら
ぎ
水
を
飲
み
な

が
ら
④
う
ん
ち
く
を
ひ
け
ら
か
さ
な
い
⑤

一
気
飲
み
や
お
酌
の
強
要
は
厳
禁
で
す
。

６
．料
理
と
の
ペ
ア
リ
ン
グ
を
楽
し
む

　

味
と
香
り
で
分
類
す
る
と
ほ
ぼ
四
タ
イ

プ
に
分
け
ら
れ
、相
性
に
良
い
料
理
が
あ
り

ま
す
。香
り
の
高
い（
薫
酒
）に
は
し
ゃ
ぶ
し

ゃ
ぶ
、ハ
ー
ド
タ
イ
プ
の
チ
ー
ズ
、重
厚
感
の

あ
る
熟
酒
に
は
豚
の
角
煮
、麻
婆
豆
腐
、軽

快
で
な
め
ら
か
な
爽
酒
に
は
白
身
魚
の
サ

ラ
ダ
、湯
豆
腐
、コ
ク
の
あ
る
醇
酒
に
は
西

京
焼
き
、肉
じ
ゃ
が
と
い
っ
た
具
合
で
す
。

　

全
国
の
酒
蔵
は
約
一,
五
〇
〇
軒
、種
類
は

四
万
ほ
ど
あ
る
そ
う
で
す
が
、日
本
酒
ほ
ど

多
様
性
が
あ
り
、楽
し
め
る
お
酒
は
世
界
に

は
あ
り
ま
せ
ん
。是
非
、仕
事
で
疲
れ
た
時

に
は
ゆ
っ
く
り
と
飲
み
過
ぎ
な
い
よ
う
に

好
み
の
お
酒
で
癒
し
て
下
さ
い
。（
資
料

a
f
f　

二
〇
一
九.
十
二
農
林
水
産
省
）

晩
酌
で
一
杯
日
本
酒
の
話

原料名 分類1 特定名称 精米歩合％

米
米麹
水

純米酒

純米大吟醸 50以下
純米吟醸 60以下
特別純米 60以下
純米酒

米
米麹
水

醸造アルコール

醸造酒

大吟醸 50以下
吟醸 60以下

特別本醸造 60以下
本醸造 70以下

表1）  清酒の品質表示基準

（国税庁告示第8号）

食用米 酒造好適米

心白

表2） 
燗温度の名称
温度℃ 呼び名
55 飛びきり燗
50 熱燗
45 上燗
40 ぬる燗
35 人肌燗
30 日向燗
25～20 冷や
15 涼冷え
10 花冷え
5 雪冷え

吉木　四郎



みるく情報 ふくおか　07

2月分生乳販売実績

受託乳量

前年同月比

支払乳価（九販連乳価率92％）

プール費用・単価 送 乳 経 費

CS・冷却費

6,105,151kg
101.1%
97.195円
3.891円
1.043円

所場別乳量所場別乳量

支払乳価：

プール費用：

当月の販売実績により、求め
られた金額に九販連の乳価率
を乗じ算出
区域外への送乳経費及びCS・
冷却費

俳
句
・
川
柳
コ
ー
ナ
ー

鷹
鷹
と

　
新
元
号
で

　
　
過
ご
し
ま
す

Ｐ
．Ｎ
．甦
る
獅
子

生乳生産量実績・前年同期対比（4-3月）

福
岡
支
所

久
留
米
支
所

飯
塚
支
所

県酪協平均
（102.1%）99.0

102.1
104.3

福 

岡

久
留
米

飯 

塚

％
乳脂率
(3月平均)

平均
（3.95%）

3.80

3.90

3.85

4.00

3.95

福 

岡

久
留
米

飯 

塚

％
無脂乳固形分率
(3月平均)

平均
（8.769%）

8.65

8.85

8.75

福
岡

久
留
米

飯 

塚

千個/ml
体細胞数
（3月平均）

平均
（196
千個/ml）

175

195

190

185

180

200

85%

100%

95%

90%

110%

105%

For sale売ります！

本件に関するお問合せは各支所まで

● デラバル製　バルククーラー HCAN85
● 年式/平成10年式　● サイズ/2,500Ｌ
● その他（ 即使用可能　自動洗浄付き )　




